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［要旨］冷温帯落葉広葉樹林生態系における１）分解者から生産者への影響、２）消費者から分

解者と生産者への影響、３）生産者から分解者への影響、４）環境変化が土壌微生物群集構造に

与える影響、の４点について大規模な野外操作実験等を用いて明らかにすることを目的とした。

密度操作実験によって、ミミズの密度の違いは主に糞団粒の多寡を通して地上部植生に大きな影

響を与えており、林床草本だけでなく林冠木の成長さえ左右していることが明らかとなった。大

型草食獣（シカ）の密度＋生産性操作実験によって、その場の生産性の違いに応じて被食率が異

なった。このことから、地上部植生の種組成は被食率の差を通して、その場所の生産性にも影響

を与える可能性が示唆された。また、シカの密度が高くなるに伴い土壌中の窒素量は減少し、シ

カにより栄養塩循環が促進される可能性が示唆された。攪乱や遷移に伴って優占する樹種の転換

が起こったサイト間の比較から、樹種転換が起こると分解速度が変化して有機物堆積量が変化す

るとともに、大型土壌動物群集の構造も変化していた。乾燥から滞水まで環境が大きく異なるに

も関わらず、土壌微生物の多くのOTUではその相対個体数がほとんど変化を見せていない。このよ

うに非常に安定な群集要素が存在することは、土壌の環境にかかわらず偏在するなんらかの機能

の存在を示唆している。 
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１．はじめに 

 生態系の物質循環は生産者、分解者、消費者の３者で構成される生物群が駆動しており、どれ

が欠けてもうまく機能しない。従って分解者が多くを占める土壌生物の多様性が生態系で果たす

役割を考えるには、生産者としての植物と消費者としての植食者との相互作用に着目する必要が

ある。本サブグループではこの相互作用のうち１）分解者から生産者への影響、２）消費者から

分解者と生産者への影響、３）生産者から分解者への影響、４）環境変化が土壌微生物群集構造
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